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播
磨
町
で
は
、
住
居
表
示
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
い
て
、
今
ま
で
の
住

所
の
表
し
方
を
、
順
次
新
し
い
制
度

（
住
居
表
示
制
度
）
に
よ
る
表
し
方
に

変
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
ま
で
の
住
所
は
、
明
治
時
代
に

主
と
し
て
税
の
徴
収
の
た
め
に
土
地

に
付
け
ら
れ
た
地
番
を
使
っ
た
方
法

で
表
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
表
さ
れ

た
住
所
は
、
地
番
が
順
番
に
並
ん
で

い
な
く
、
土
地
の
大
き
さ
や
形
が

様
々
で
、
ま
た
、
分
筆
や
合
筆
に
よ

っ
て
多
く
の
枝
番
や
欠
番
が
で
き
た

結
果
、
非
常
に
わ
か
り
に
く
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
郵
便

物
の
誤
配
や
遅
配
は
も
ち
ろ
ん
、
人

命
に
か
か
わ
る
緊
急
車
両
の
到
着
に

も
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
新
し
い
制
度
で
は
、
建
物

に
一
定
の
方
式
で
順
序
よ
く
番
号
を

つ
け
、
そ
の
番
号
に
よ
っ
て
住
所
を

表
す
方
法
で
す
の
で
、
誰
に
と
っ
て

も
わ
か
り
や
す
い
住
所
に
な
り
、
高

齢
化
社
会
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る

今
、
大
変
有
用
な
も
の
と
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
播
磨
町
は
こ
れ
ま
で

に
９
地
区
、
約
６
千
世
帯
の
方
々
が

お
住
ま
い
の
地
域
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。

各
種
書
類
の
住
所
変
更
を
お
願
い

し
ま
す

住
所
が
新
し
く
な
る
と
、
色
々
な

書
類
の
住
所
を
書
き
換
え
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
住
民
票
や
印

鑑
登
録
証
明
書
な
ど
、
役
場
に
あ
る

公
簿
は
自
動
的
に
役
場
で
書
き
換
え

ま
す
が
、
運
転
免
許
証
や
不
動
産
登

記
簿
の
所
有
者
の
住
所
、
会
社
や
商

店
の
所
在
地
な
ど
の
書
き
換
え
は
住

民
の
皆
さ
ん
自
身
で
手
続
き
し
て
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
詳

し
く
は
、
実
施
す
る
区
域
内
の
皆
さ

ま
に
対
し
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

手
続
き
な
ど
で
ご
面
倒
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
末
長
く
便
利
に
な
る
新

し
い
制
度
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
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新しい制度による住所の表し方

１ 「字」にかわる「町」をつくり、「丁目」

で区分けします。

現在使っている「字」は境界がわかりに

くく、広さも様々です。そこで、大きな道

や川、鉄道など、目で見てわかるもので区

切り、大きさも平均化して「町」をつくり

ます。そして、わかりやすい名前をつけま

す。

さらに「町」を道などで区切り、「丁目」

で区分けします。

２ 「街区符号」をつけます。

「丁目」の中を道や水路などわかりやす

いもので区切り、「街区」をつくります。

ひとつの街区の広さは、20戸から30戸程

度を目安にします。

そして、「丁目」の北東の角の「街区」

から番号をつけ、「街区符号」とします。

「街区符号」は、「〇〇番」で表します。

３ 「住居番号」をつけます。

ひとつの「街区」のまわりを10メート

ル間隔に区切り、「街区」の北東の角から

右まわりに番号をつけます。この番号を

「基礎番号」といいます。そして、建物の

主な出入口が接している「基礎番号」が、

その建物の「住居番号」になり、「〇〇号」

で表します。

今
年
の
日
本
列
島
は
地
震
や
台
風

に
よ
り
、
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

特
に
、
台
風
23
号
は
兵
庫
県
内
の

市
町
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し
、
播

磨
町
内
で
も
多
数
の
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

市
町
の
み
で
は
復
旧
・
復
興
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
被
災
し

て
い
な
い
市
町
の
応
援
・
支
援
が
必

要
で
す
。
そ
の
よ
う
な
時
、
速
や
か

な
応
援
・
支
援
を
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
ま
た
、
で
き
る
よ
う
播
磨
町
は
、

様
々
な
市
町
と
相
互
応
援
協
定
を
結

ん
で
い
ま
す
。

今
回
も
台
風
23
号
の
被
害
を
受
け

た
市
町
に
対
し
て
、
相
互
応
援
協
定

や
県
の
要
請
な
ど
に
よ
り
、
職
員
の

派
遣
や
ご
み
の
受
け
入
れ
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

台
風
や
地
震
な
ど
大
規
模
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
私
た
ち
個
人
の
力

で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
状
況
に
な

る
こ
と
が
容
易
に
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
隣
近
所
の
お
互
い
の
応

援
・
支
援
が
大
き
な
力
と
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
時
の

た
め
に
平
常
時
か
ら
の
地
域
内
で
の

互
助
の
仕
組
み
づ
く
り
が
、
災
害
に

対
す
る
大
切
な
備
え
の
一
つ
で
す
。

明石市、加古川市、高砂市、
稲美町、西脇市、小野市、三
木市、加西市、吉川町、社町、
東条町、滝野町、中町、加美町、
八千代町、黒田庄町 

篠山市、猪名川町、香住町、
津名町 
 
 
 

青森県むつ市、秋田県羽後町、
福島県いわき市、岩代町、千
葉県下総町、長野県信濃町、
福井県越前町、岐阜県美濃市、
三重県志摩市、伊勢市、伊賀市、
滋賀県近江町、京都府京丹後市、
丹波町、山城町、大阪府摂津市、
和泉市、兵庫県淡路町、岡山
県美作町、島根県出雲市、山
口県長門市、愛媛県伊予市、
徳島県阿波町、高知県土佐町、
土佐市、福岡県筑後市、豊前市、
佐賀県肥前町、宮崎県日向市、
鹿児島県大隅町、薩摩町　　
　 

東京都羽村市、埼玉県大井町、
神奈川県二宮町、真鶴町、愛
知県新川町、西枇杷島町、京
都府大山崎町、大阪府田尻町、
忠岡町 

兵庫県下各市町および水道企
業団 

 

東播磨地域災
害時における
広域相互応援
協定 
 

兵庫５カ国交
流会議構成市
町災害時相互
支援に関する
協定 

全国伝統地名
（旧国名）市
町村連絡会議
加盟市町災害
時相互支援に
関する協定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全国ミニ団体
連絡会議構成
市町災害時相
互支援に関す
る協定 

兵庫県水道災
害相互応援に
関する協定 

協定名  支援・応援協定先  

播磨町が締結している主な相互応援協定 
（市町名は平成16年11月30日現在） 

災
害
に
対
し
て
備
え
は
十
分
で
す
か

相
互
の
応
援
・
支
援
で
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

平
成
17
年
１
月
17
日
に
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
犠
牲
者
へ
の
追
悼
式
典

と
被
災
地
を
と
も
に
歩
き
、
震
災
で

学
ん
だ
教
訓
を
新
た
に
す
る
た
め
の

ウ
ォ
ー
ク
事
業
な
ど
、
多
彩
な
行
事

を
行
い
ま
す
。

◎
追
悼
式
典

黙
祷
、
献
唱
曲
、
献
花
な
ど

▼
時
間

午
前
11
時
45
分
〜

▼
場
所

神
戸
東
部
新
都
心

◎
ウ
ォ
ー
ク
コ
ー
ス
　

東
ル
ー
ト
①
15
㌔
　
西
宮
市
役
所

午
前
７
時
〜
７
時
30
分
出
発

②
10
㌔
　
芦
屋
・
川
西
運
動
場
（
芦

屋
市
）

午
前
７
時
30
分
〜
８
時
出

発③
２
㌔
　
王
子
公
園(

神
戸
市
灘
区)

午
前
９
時
15
分
〜
９
時
45
分
出
発

西
ル
ー
ト
①
10
㌔
　
県
立
文
化
体
育

館
（
神
戸
市
長
田
区
）

午
前
７
時

30
分
〜
８
時
出
発

②
５
㌔
　
大
倉
山
公
園
野
球
場
（
神

戸
市
中
央
区
）

午
前
８
時
30
分
〜

９
時
出
発

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
・
17
ひ
ょ
う
ご
メ
モ
リ
ア
ル
ウ
ォ

ー
ク
実
行
委
員
会
（
兵
庫
県
総
括
部

復
興
推
進
課
内
）

1
０
７
８
（
３
６
１
）
５
５
５
７

（
専
用
電
話
　
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
）

災害名 

台風16号（８月30日） 

台風18号（９月７日） 

台風21号（９月29日） 

台風23号（10月20日） 

台風23号による被災に対する支援状況（平成16年12月14日現在） 

台風による播磨町内の住家被災状況 

床下浸水７棟 

一部損壊１棟 

床上浸水５棟、床下浸水51棟 

一部損壊２棟、床上浸水７棟、 
床下浸水36棟 

ごみ処理業務職員派遣、延べ6人 

ごみ処理業務職員派遣、延べ8人 

ごみ処理業務職員派遣、延べ8人、可燃ごみの受入処理 

災害復旧査定業務職員派遣、延べ15人 

住家被害状況  

支援先 

西脇市 

洲本市 

出石町 

津名町 

支 援 内 容  

１
・
17

ひ
ょ
う
ご

メ
モ
リ
ア
ル
ウ
ォ
ー
ク
2
0
0
5

参
加
者
募
集

訪
ね
て
も
訪
ね
ら
れ
て
も
わ
か
り
や
す
い 

そ
ん
な
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を 




